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鞍
手
中
学
校
開
校
か
ら
４
年

公
共
交
通
の
抜
本
的
見
直
し
へ

町
で
は
、
平
成
23
年
10
月
か
ら

「
す
ま
い
る
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
）」
と
「
も
や
い
タ
ク
シ
ー
（
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）」
の
運
行
を

開
始
し
、こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
り
、

経
路
や
時
刻
、
運
賃
体
系
な
ど
を
見

直
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
、

鞍
手
中
学
校
の
開
校
に
合
わ
せ
、
生

徒
の
通
学
に
対
応
し
た
経
路
や
時

刻
に
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
４
年
が
経
過
し
、
通
学

に
合
わ
せ
た
運
行
時
刻
や
便
数
は
、

高
齢
者
な
ど
一
般
の
利
用
者
に
は

使
い
づ
ら
く
、
年
々
、
利
用
者
が
減

少
。
見
直
し
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
中
学
生
の
利
用

も
低
迷
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

町
の
公
共
交
通
に
対
す
る
財
政

負
担
も
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
公
共
交
通
の
維
持
が

難
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
町

で
は
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、「
鞍

手
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

（
網
計
画
）」を
策
定
。将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
づ

く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
声
を
聞
き
実
態
を
調
査

交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

網
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
町
で

は
ま
ず
、町
内
各
区
長
や
民
生
委
員・

児
童
委
員
、
鞍
手
中
学
校
生
徒
・
保

護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
ま

た
、
す
ま
い
る
バ
ス
な
ど
の
利
用
実

態
調
査
、
運
行
す
る
交
通
事
業
者
へ

の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。

調
査
で
は
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通

の
必
要
性
を
多
く
の
人
が
感
じ
て

い
る
反
面
、
利
用
者
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
ず
使
い
づ
ら
い
と
い
っ

た
意
見
や
、
廃
止
や
減
便
に
は
大
き

な
影
響
が
あ
る
と
い
っ
た
声
が
あ

り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
や
利
用

実
態
の
デ
ー
タ
を
整
理
・
分
析
。
具

体
的
な
改
善
策
に
つ
い
て
、
住
民
代

表
や
学
識
経
験
者
、
交
通
事
業
者
な

ど
で
組
織
す
る
地
域
公
共
交
通
会

議
（
交
通
会
議
）
で
検
討
を
重
ね
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
計
画
案
と
し
て
ま

と
め
、
2
月
か
ら
２
度
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
住
民
意
見
の
募
集
）

を
実
施
。
交
通
会
議
で
最
終
的
な
調

整
、
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
6
月
に

網
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
移
行
と

も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
の
転
換

網
計
画
は
、
期
間
を
6
年
間
と

し
、
基
本
方
針
や
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
13
の
施
策
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
住
民
生
活
に
大
き

な
影
響
が
考
え
ら
れ
る

①
通
学
需
要
に
応
じ
た
公
共
交
通
手

段
の
見
直
し
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
化
）

②
す
ま
い
る
バ
ス
倉
坂
線
、
泉
水
線

の
も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
の
転
換

の
２
項
目
（
下
図
）
は
、
令
和
2

年
4
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
調

整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
の
転
換
に

よ
り
新
た
に
設
置
す
る
乗
り
場
や

す
ま
い
る
バ
ス
み
や
わ
か
線
の
新

し
い
運
行
経
路
、
時
刻
は
、
決
定
次

第
、
町
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
特
に
も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ

の
転
換
に
よ
り
、
す
ま
い
る
バ
ス
の

路
線
を
廃
止
す
る
予
定
の
地
域
で

は
、
利
用
者
を
対
象
に
し
た
説
明
会

を
行
う
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

詳しいことは、役場地域振興課まちづくり係まで
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地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
。
中
学
生
の
通
学
利
用
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
。
す
ま
い
る
バ
ス
倉
坂
線
と
泉
水
線
は
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
２
路
線
に
転
換

鞍
手
町
の
公
共
交
通
の
在
り
方
を
議
論
し
て
き
た
地
域
公
共
交
通
会
議

で
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
、
大
き
く
２
つ
の
見
直

し
案
が
決
ま
り
ま
し
た
。
１
つ
は
、
中
学
生
の
通
学
手
段
を
ス
ク
ー
ル

バ
ス
へ
移
行
す
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
中
学
生
の
通
学
に
合
せ
て
い

た
こ
と
で
利
用
し
づ
ら
く
、
一
般
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
た
、
す
ま

い
る
バ
ス
倉
坂
線
と
泉
水
線
を
廃
止
し
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
転
換
す

る
こ
と
で
す
。見
直
し
案
は
、令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

私
た
ち
の
バ
ス
を

も
っ
と
身
近
に
、

も
っ
と
使
い
や
す
く

②すまいるバス倉坂線、泉水線の、
もやいタクシーへの転換

①通学需要に応じた公共交通手段
　の見直し（スクールバス化）

・すまいるバス
買物や通院に対応　

・スクールバス
　中学生の通学に対応

倉坂線

泉水線

上木月線

古月線

泉水線

中学生の通学にスクールバ
スを導入。すまいるバス（み
やわか線）は、一般利用者
にとって利便性の高い運行
時刻や路線に変更

すまいるバス２路線（倉坂線、泉水線）を廃止し、
もやいタクシー上木月線を含め、再編

・すまいるバス
スクールバス機能あり


